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嬉しいことは倍返し， 
        苦しいことは半分こ 

佐渡市子ども若者課 子ども若者相談センター 

センター長 石井 恭子 

昨年開催されたラグビーワールドカップは，多くのにわかラグビーフ

ァンを生み，みんなの心を熱くしました。日本代表を支えた「ワンチー

ム」の精神は，子育てにも通じるものがあると思いませんか。子育てに

悩みは付き物で，子育て中の母親の半数以上が孤独感を感じていると

いう調査もあります。ひとりで悩んだり抱え込まずに，まずは身近な誰

かに相談してみませんか。そして，子どもたちが安心して伸び伸びと過

ごすために，家族みんながニコニコして過ごす時間を増やしましょう。

「嬉しいことは倍返し，苦しいことは半分こ」

で，嬉しいことを共有するとその気持ちは 2 倍

3倍に，苦しいことを分かちあうと苦しさは半分

になります。子育ては家族だけでできることで

はありません。多くの人や機関がそれぞれの役

割をもって地域全体で子どもを守り，子育て世

代を支える，そんな佐渡にしたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

好きこそものの上手なれ！ 

成績・芸術的センス抜群，しかし運動

は苦手傾向なＡさん。ある通級指導で，

カードゲームとバランスボールのどちらを

やりたいかと聞いたところ，「バランスボ

ールをやります！」と即答。「バランスボー

ル，やったことあるの？」と聞くと，「正座

で乗ります。」と。「えっ，正座？」早速，Ａ

さんは手を離し正座で楽々乗って楽しん

でいます。その姿を見て，私は拍手喝采でした。 

Ａさんは小学校の時，下級生にコツを教えてもらい，３か月間練習を

してできるようになったことを自分から教えてくれました。A さんは運動

が苦手傾向だから，運動はやらないだろうという固定観念をもってしま

っていた私は大反省しました。本人が興味をもてば，練習して得意にす

ることもできる，自信も付くのだと…。 

「子どもの好きなことや興味をもったことの力を伸ばしていくことが，

子どもの自信，自立につながる」ということを再認識しました。子どもの

未知数な力を発見するのが今，とても楽しみになっています。  

（仲道） 

佐渡市立金井小学校 

佐渡ことば・こころの教室 

令和２年２月５日 

第 864 号 

 

 

通勤途中に通る加茂湖のほとりに水仙の

花がたくさん咲いています。畑の水仙のつぼ

みもふくらみ始めました。桜も「ここにいる

よ」とつぼみをつけて枝を伸ばしています。 

花でいっぱいになる春の訪れがたのしみ

です。 



 

 

 

K・H（佐和田地区） 

  字も書けるようになりました。音読も計算もできるようになりました。

転ばずに走れるようになりました。小学校に入学して心配の塊だった息

子が一人でいろいろなことができるようになりました。周りの子と比べ

てしまうと追いつかないところだらけですが，息子を単独でみれば驚く

ほど成長しているなと感じます。つい他の学年の子をみると落ち込んで

しまうこともありますが，ゆっくりでも前進している息子をみると，他の子

と比べている自分が情けないなと思います。いつもその子のレベルに合

わせて学習方法をアドバイスしてくれる先生のご指導のもと，親子共に

成長していけたらいいなと思っています。 

終了式・懇話会があります 

 今年度も，終了式及び懇話会が開催されます。今年度

終了の子どもとその保護者の方を対象に，これまでの頑張りを称え，教

室に関係するみんなで終了を祝うための会です。同じように，がんばっ

てきた仲間とつながれる機会です。 

〇日時 ３月１８日（水）１５：３０～１６：３０ 

〇場所 金井小学校 会議室 

ご協力お願いします 

佐渡ことば・こころの教室では，毎年，文集『終了にあた

って』を作成しています。お子様の終了に当たっての保護者の方の思

いをまとめたものです。今年度も，作成したいと考えています。後日，該

当の保護者の方宛に文集執筆の依頼文を配付いたします。ご多用か

と存じますが，作成にご協力をよろしくお願いいたします。 待合室や分

教室に過去のものがありますので，どうぞ来校の際はお読みください。 

 

 

 

 

 

教室だよりの表面にある「教室

だより」という題字。 

佐渡ことば・こころの教室の顔

とも言えるこの題字は，「教室だ

より６５６号」から使われていま

す。なんと，平成１３年４月号のお

便りからです。つまり，約２０年間

も同じ題字が使われていることに

なります。 

題字を書かれたのは，中川政

八先生です。政八先生は，元教

室担当者です。現在は大人への

書の指導を始め，金井小学校や八幡小学校などで

書初指導をされています。 

また，佐渡ことば・こころの教室の玄

関わきに掲げられた「佐渡市立金井小

学校」の表札や金井小学校の体育館

に掲げられた金井小学校の校歌も政八

先生が書かれたものです。その他にも，

今年度末に発行される５０周年記念誌

『灯をかかげて―教室の５０年―』の題字も快く引き受け，

書いてくださいました。 

何気なく目にする佐渡ことば・こころの教室のものに，教

室の歴史が隠れています。 

ことば・こころメモリアル（ここメモ） 

約２０年間使われ続ける「教室だより」の顔 

古藤宗雄先生 中川政八先生 

親の会コーナー 

開設１０周年の頃 


